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(57)【要約】
　アンテナ装置が、その第１の側の回路基板の一部分上
に形成された金属のスパイラルパターンであって、４つ
のアームから形成され、それぞれのアームが、渦巻きの
中心近くに接触位置を有する、金属のスパイラルパター
ンと；この回路基板の第２の側に装着され、かつその接
触位置でスパイラルアームの複数に電気的に接続された
、複数のピン及びアースコネクタであって、前記ピンが
、前記回路基板内の穴を介して前記アームに接続される
、複数のピン及びアースコネクタとを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回路基板と；
　その第１の側の前記回路基板の一部分上に形成された金属のスパイラルパターンであっ
て、４つのアームから形成され、それぞれのアームが、前記スパイラルの中心近くに接触
位置を有する、金属のスパイラルパターンと；
　前記回路基板の第２の側に装着され、かつその接触位置で前記スパイラルアームの１つ
又は複数に電気的に接続された、複数のピン及びアースコネクタであって、前記ピンが、
前記回路基板内の孔を介して前記アームに接続される、複数のピン及びアースコネクタと
；
　２つの信号コネクタ及び４つのアースコネクタであって、前記アームの２つが、それぞ
れ、各信号コネクタに電気的に接続され、前記アームの異なる２つが、それぞれ、前記ア
ースコネクタの２つに電気的に接続される、２つの信号コネクタ及び４つのアースコネク
タと、
　を有するアンテナ装置であって、
　前記回路基板が、前記アンテナを一定の方向に方向付けるよう構築され、かつ適用され
たハウジング内に取り付けられた
　ことを特徴とするアンテナ装置。
【請求項２】
　回路基板と；
　その第１の側の前記回路基板の一部分上に形成された金属のスパイラルパターンであっ
て、４つのアームから形成され、それぞれのアームが、前記スパイラルの中心近くに接触
位置を有する、金属のスパイラルパターンと；
　前記回路基板の第２の側に装着され、かつその接触位置で前記スパイラルアームの１つ
又は複数に電気的に接続された、複数のピン及びアースコネクタであって、前記ピンが、
前記回路基板内の孔を介して前記アームに接続される、複数のピン及びアースコネクタと
　を有することを特徴とするアンテナ装置。
【請求項３】
　２つの信号コネクタ及び４つのアースコネクタを備え、
　前記アームの２つが、それぞれ、各信号コネクタに電気的に接続され、前記アームの異
なる２つが、それぞれ、前記アースコネクタの２つに電気的に接続される
　ことを特徴とする請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記回路基板が、前記アンテナを一定の方向に方向付けるよう構築され、かつ適用され
たハウジング内に取り付けられる
　ことを特徴とする請求項２に記載の装置。
【請求項５】
　後方への反射及びサイドローブを最小に保つための有限接地面をさらに有する
　ことを特徴とする請求項２に記載の装置。
【請求項６】
　その第１の側の回路基板の一部分上に形成された金属のスパイラルパターンであって、
複数のアームから形成され、それぞれのアームが、前記スパイラルの中心近くに接触位置
を有する、金属のスパイラルパターンと；
　前記回路基板の第２の側に装着され、かつその接触位置で前記スパイラルアームの少な
くともいくつかに電気的に接続された、複数のピン及びアースコネクタであって、前記ピ
ンが、前記回路基板内の孔を介して前記アームに接続される、複数のピン及びアースコネ
クタと；
　複数の信号コネクタ及びアースコネクタであって、前記アームの少なくとも２つが、各
信号コネクタに電気的に接続され、前記アームの異なるものが、それぞれ、前記アースコ
ネクタの２つに電気的に接続される、複数の信号コネクタ及びアースコネクタと



(3) JP 2008-515288 A 2008.5.8

10

20

30

40

50

を有するアンテナにおいて、
　前記回路基板が、前記アンテナを一定の方向に方向付けるよう構築され、かつ適用され
たハウジング内に取り付けられた
　ことを特徴とするアンテナ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アンテナ、より詳細には、ＫＶＭ（キーボード、ビデオ、マウス）システム
と共に使用するためのアンテナに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＫＶＭシステムにより、１つ以上のリモートコンピュータが、１つ以上のターゲットコ
ンピュータにアクセスする及び／又は制御することが可能となる。本明細書において使用
されている用語「コンピュータ」とは、限定的なものではなく、サーバ（及びそれらの群
又はラック(racks)）、ＡＴＭ機、キオスク、金銭出納機、セットトップボックス、ＰＣ
などの装置内の(in appliances)プロセッサを含む、あらゆるプロセッサ又はプロセッサ
の集合、等を参照する。初期のころのＫＶＭシステムは、リモートコンピュータとターゲ
ットコンピュータとの間で有線(wired)接続を使用していた。しかし、最近は、たとえば
、本出願の譲受人であるアボセント（Ａｖｏｃｅｎｔ）社製などの、ワイヤレスＫＶＭシ
ステムが利用可能となってきた。
【０００３】
　ターゲットコンピュータをリモートコンピュータに接続する、代表的なワイヤレスＫＶ
Ｍシステムは、２つの無線(radios)を使用している。即ち、ターゲットコンピュータ（又
はこれに接続されたスイッチ）に１つと、リモートコンピュータに他の１つである。これ
らのシステムは、好適には、８０２．１１ａ標準を用いて動作する。従来のワイヤレスＫ
ＶＭシステムは、２つの全方向性(omni-directional)アンテナを使用していた。しかしな
がら、この種のアンテナを使用することは、２つの無線（ワイヤレス送信機及びワイヤレ
ス受信機）の間の伝送範囲を、３つの障壁(walls)を通る場合には約１００フィートに、
及び見通し線で(line-of-sight)最大３００フィートまでに制限していた。とりわけ、８
０２．１１ａ標準に関係する問題によるものではなく、使用されるアンテナによって、距
離範囲が制限されていた。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的であり、かつ所望されることは、ＫＶＭシステム、特に８０２．１１ａベ
ースのワイヤレスシステムにおいて、ワイヤレス無線（送信機及び受信機）の間の距離を
延長することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、８０２．１１ａ無線に、効率的な円偏波方向性アンテナを提供する。
【０００６】
　本発明のさらなる目的は、送信され、受信された信号の変調が、群遅延において(in gr
oup delay)ひずみを起こしたり、群遅延の犠牲にならないことである。したがって、動作
帯域幅全体に亘り、５０オームの整合(match)を含む、一種の周波数独立型構造が、開発
され、最適化された。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　図１を参照すると、本発明の実施形態に係るアンテナは、たとえば、プリント回路基板
（Printed Circuit Board:“ＰＣＢ”）１２などの基板(substrate)上に、金属のスパイ
ラルパターン(metallic spiral pattern)によって形成された円偏波(circularly polariz
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ed)スパイラルアンテナ１０を備えている。スパイラルアンテナ１０は、好適には、４つ
のアーム、１４－１、１４－２、１４－３、及び１４－４を備え、そのそれぞれは、スパ
イラルの中心近くに、これに対応する金属の接触領域(contact area)、１６－１、１６－
２、１６－３、１６－４を有する。このアームは、好適には、基板１２上の導体（たとえ
ば、金属）から形成される。
【０００８】
　図２および図３に示されているように、基板１２上に形成されている場合、アンテナ１
０との電気接続を形成するために、この基板は、その中に、４つの孔(holes)１８－１、
１８－２、１８－３、１８－４を有し、接触領域(contact areas)１６－１、１６－２、
１６－３、１６－４の下が、これらに対応する場所である。これらの孔を通過したワイヤ
ーを使用して、基板の他方の側のピンに接触するよう、基板１２を通って、４つのアンテ
ナアームのそれぞれとの適切な電気接点(electrical contact)が作られ得る。接触ピン(c
ontact pins)は、信号ピン又はアースピン(ground pins)のいずれかである。好適な実施
形態においては、孔の直径は、約０．０１５インチであり、それらの各接触面により完全
に覆われる。
【０００９】
　図３は、接触ピン及び様々なスパイラルアームとの接続（を説明するため）の拡大図で
ある。特に、図示されている実施形態においては、スパイラルアーム１２－１は、信号ピ
ン２０に電気的に接続され、スパイラルアーム１２－２は、アースピン２２及び２４に電
気的に接続され、スパイラルアーム１２－３は、アースピン２６及び２８に電気的に接続
され、スパイラルアーム１２－４は、信号ピン３０に電気的に接続される。
【００１０】
　アンテナの利得は、好適には、少なくとも６ｄＢｉであり、８０２．１１ａのすべての
単一帯域(uni-bands)、約５．１ＧＨｚ～５．９ＧＨｚをカバーする。図４（ａ）及び図
４（ｂ）は、それぞれ、５．１ＧＨｚ及び５．９ＧＨｚ周波数でアンテナを動作させた結
果を示している。
【００１１】
　本発明のこの好適な実施形態においては、円偏波方向性アンテナ(circularly polarize
d directional antenna)は、約７０度の平均的なビーム幅を有する。これにより、長い距
離の伝送にも実際に使用できるようになる。アンテナの帯域幅(bandwidth)は、実際に使
用される帯域幅以上をカバーし、非常に線形な平面回転(linear plane rotation)を維持
する。このアンテナは、周波数に依存する線形回転機能を有するよう、アンテナ要素の一
部として設計された低損失補償ネットワークにより、高い放射効率(radiant efficiency)
を達成する。
【００１２】
　４つのアームのスパイラルは、垂直方向の及び水平方向の偏波方向バランシング(polar
ization directivity balancing)のための、低コストであり、広帯域にマッチする、２つ
の独立した電力分配器(power dividers)を使用する。この２つの電力分配器により、非対
称的な予め形成されたビーム幅のための偏波(polarizations)が選択でき、このため、無
線(radios)が、データを送受信するのに最も適した偏波を選択できるようになる。
【００１３】
　アンテナの平面構造(planer structure)のそれぞれのアームの導体の物理的な長さは、
（所望の帯域幅の）２波長(two wavelengths)であることが好ましい。波長の中心は、所
望の帯域幅内の最良のインピーダンスの整合(match)のために最適化される。
【００１４】
　好適な実施形態においては、最良のアンテナ効率及び所望のビーム幅角度のために、後
方への反射及びサイドローブ(side lobes)を最小に保つよう、有限接地面(finite ground
 plane)が使用される。図４（ａ）から図４（ｂ）は、下部及び上部の単一帯域周波数の
ための、所望のビーム幅のプロットを示している。導電アーム表面の下の誘電材料の底面
に対する接地面(ground plane)の高さと、波長の中心とが、高いアンテナ利得、ビーム角
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、及びアンテナ効率をもたらす。この好適な実施形態においては、アンテナと接地面との
間の距離は、約０．２５インチである。他の実施形態においては、最大約０．５インチの
間隔を使用している。この特定の構造形態においては、導電アーム表面の下の誘電材料の
底面に対する接地面の高さ距離を変更することにより、ビーム角を制御することができ、
これは、その超ブロードバンド(ultra broad band)の自然設計トポロジの故に、アンテナ
効率及びアンテナ整合(antenna matching)に対し少々の効果をもたらす。言い換えれば、
基板と接地面との間の間隔は、ビーム幅（即ち、利得）及び効率を調整するのに使用され
得る。
【００１５】
＜パッケージング＞
　当業者は、本発明のスパイラルアンテナが多くの方法でパッケージされ得ることを理解
するであろう。しかしながら、アンテナの１つのパッケージングについて、図５（ａ）か
ら図５（ｊ）を参照しながら説明する。
【００１６】
　図５（ａ）は、好適には軽重量成形のプラスチックから形成された、アンテナマウント
(antenna mount)３２を示す背面図である。図５（ｂ）は、アンテナマウント３２を示す
正面図である。図１を参照すると、この実施形態においては、ＰＣＢ（基板）１２は、そ
の四隅に、４つの孔３４、３６、３８、４０を有する。これらの孔により、基板を、アン
テナマウント３２の一部分上に形成された、これに対応する４つのピン４２、４４、４６
、４８上に位置決めすることができる。ＰＣＢ基板１２は、スパイラルアンテナがマウン
ト３２の前部に面するよう、かつコネクタ及びアースピン２０、２２、２４、２６、２８
、３０が後部に面するよう、したがって、ケーブル及び／又は他の回路に接続されるよう
に、基板のこれらに対応する孔３４、３６、３８、４０内に、ピン４２、４４、４６、４
８を用いて取り付けられる。
【００１７】
　マウント３２の背面は、その外部の四隅のそれぞれに１つずつ、４つのピン５０、５２
、５４、５６を有する。これらのピンは、４つのネジでマウント３２に固定され得る後部
カバー５８を定位置に保持する。後部カバー５８は、回路を収容し、マウント３２上に収
容された(housed)アンテナ１０とのコネクタ６０、６２を提供し得る。
【００１８】
　後部カバー５８は、その中に２つの孔６４、６６を有する。図５（ｄ）に示されている
ように、これらの孔は、好適には、それに対するボールジョイント６８の接続を可能にす
るようねじ切りされる(threaded)。ボールジョイント６８は、アーム７０に接続され、そ
れ自体、（図５（ｅ）から図５（ｇ）に示されているように）他の端部に接続されたボー
ルジョイント７２を有する。次いで、たとえば図５（ｈ）から図５（ｊ）に示されている
ように、アンテナを収容する構築物全体が、壁、天井、又は他の適切な表面に取り付けら
れ得る。当業者は、このようにして、アンテナが位置決めされ、特定の方向に照準される
ことを理解するであろう。
【００１９】
　本発明のいくつかの好適な実施形態においては、ＰＣＢ１２は、２．２５インチ×３．
２５インチの寸法を有し、孔３４、３６、３８、４０の直径は、０．１５６インチであり
、基板の縁から中心までは０．２００インチである。
【００２０】
　８０２．１１ａ通信リンクと共に使用される線形伝播(linear propagation)のための円
偏波(circular polarization)を有する、このような構造により、最小の歪み、高い効率
、より長い伝送距離が可能となる。
【００２１】
　この構造は、２つの同軸ケーブルを使用する。それぞれの同軸ケーブルは、２つの機能
を有する：すなわち、独立した垂直方向の送り及び水平方向の搬送(feed)；及び、アンテ
ナのそれぞれのアームに搬送するための、１８０度位相がシフトされたブロードバンドト
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ランスフォーマ(transformer)としての機能、である。
【００２２】
　別の実装形態が、図６（ａ）から図６（ｋ）に示されており、図６（ａ）から図６（ｇ
）は、リモート側のユニットのパッケージングを示し、図６（ｈ）から６（ｎ）は、ロー
カル側のユニットのパッケージングを示している。
【００２３】
＜ワイヤレスＫＶＭシステム内のオペレーション＞
　図７は、ワイヤレスＫＶＭシステムにおける本発明に係るアンテナの使用及びオペレー
ションを表している。ターゲットプロセッサ７４は、無線７８に接続されたＫＶＭワイヤ
レスデバイス７６に接続される。この無線は、これに接続されたアンテナ１０－１を備え
る。リモートコンピュータ８２は、これに接続されたアンテナ１０－２を備えた無線８０
に接続される。アンテナ１０－１、１０－２のいずれか又はその両方が、本発明の実施形
態によるアンテナであり得る。上述したように、ターゲットプロセッサ７４は、サーバ、
及びＡＴＭ機、キオスクなどの装置内のプロセッサ等を含むあらゆる種類のプロセッサ又
はプロセッサの集合であり得る。オペレーションにおいては、リモートコンピュータ８２
は、無線リンク８４を介してターゲットプロセッサ７４に接続する。次いで、リモートコ
ンピュータ８２は、ターゲットプロセッサ７４にアクセス及び／又はこれを制御して、キ
ーボード信号及びマウス信号をこれらに提供し、これらから、キーボード信号、ビデオ信
号、及びマウス信号を受信し得る。場合によっては、ターゲットプロセッサは、これに装
着される、キーボード、マウス、又はディスプレイを備えないことがある（たとえば、埋
め込み式プロセッサ、又はサーバ、又はＡＴＭなどのデバイス内のプロセッサの場合）。
このような場合には、プロセッサは、ビデオ信号をリモートコンピュータ８２に提供し、
これからＫＶＭ信号を受信する。
【００２４】
　現在最も実際的かつ好ましいと考えられる実施形態に関連して、本発明について説明し
てきたが、本発明は開示されている実施形態に限定されるものではなく、むしろ反対に、
特許請求の範囲の趣旨及び範囲内に含まれる、様々な変更形態及び等価の装置を包含する
ものであることを理解されたい。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】プリント回路基板上に位置決めされた、本発明の実施形態に係るアンテナを示す
図である。
【図２】図１のアンテナの電気接続性の態様を示す図である。
【図３】図１のアンテナの電気接続性の態様を示す図である。
【図４（ａ）】様々な周波数の、図１のアンテナの性能を示すグラフである。
【図４（ｂ）】様々な周波数の、図１のアンテナの性能を示すグラフである。
【図５（ａ）】本発明のアンテナの様々なパッケージング構造を表す図である。
【図５（ｂ）】本発明のアンテナの様々なパッケージング構造を表す図である。
【図５（ｃ）】本発明のアンテナの様々なパッケージング構造を表す図である。
【図５（ｄ）】本発明のアンテナの様々なパッケージング構造を表す図である。
【図５（ｅ）】本発明のアンテナの様々なパッケージング構造を表す図である。
【図５（ｆ）】本発明のアンテナの様々なパッケージング構造を表す図である。
【図５（ｇ）】本発明のアンテナの様々なパッケージング構造を表す図である。
【図５（ｈ）】本発明のアンテナの様々なパッケージング構造を表す図である。
【図５（ｉ）】本発明のアンテナの様々なパッケージング構造を表す図である。
【図５（ｊ）】本発明のアンテナの様々なパッケージング構造を表す図である。
【図６（ａ）】本発明のアンテナの様々なパッケージング構造を表す図である。
【図６（ｂ）】本発明のアンテナの様々なパッケージング構造を表す図である。
【図６（ｃ）】本発明のアンテナの様々なパッケージング構造を表す図である。
【図６（ｄ）】本発明のアンテナの様々なパッケージング構造を表す図である。
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【図６（ｅ）】本発明のアンテナの様々なパッケージング構造を表す図である。
【図６（ｆ）】本発明のアンテナの様々なパッケージング構造を表す図である。
【図６（ｇ）】本発明のアンテナの様々なパッケージング構造を表す図である。
【図６（ｈ）】本発明のアンテナの様々なパッケージング構造を表す図である。
【図６（ｉ）】本発明のアンテナの様々なパッケージング構造を表す図である。
【図６（ｊ）】本発明のアンテナの様々なパッケージング構造を表す図である。
【図６（ｋ）】本発明のアンテナの様々なパッケージング構造を表す図である。
【図６（ｌ）】本発明のアンテナの様々なパッケージング構造を表す図である。
【図６（ｍ）】本発明のアンテナの様々なパッケージング構造を表す図である。
【図６（ｎ）】本発明のアンテナの様々なパッケージング構造を表す図である。
【図７】ワイヤレスＫＶＭシステムにおける本発明のオペレーションを表す図である。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４（ａ）】

【図４（ｂ）】 【図５（ａ）】

【図５（ｂ）】
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【図５（ｃ）】 【図５（ｄ）】

【図５（ｅ）】 【図５（ｆ）】
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【図５（ｇ）】 【図５（ｈ）】

【図５（ｉ）】 【図５（ｊ）】
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【図６（Ａ）】 【図６（ｂ）】

【図６（ｃ）】 【図６（ｄ）】
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【図６（ｅ）】 【図６（ｆ）】

【図６（ｇ）】

【図６（ｈ）】 【図６（ｉ）】

【図６（ｊ）】
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【図６（ｋ）】 【図６（ｌ）】

【図６（ｎ）】 【図７】
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【手続補正書】
【提出日】平成19年5月25日(2007.5.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回路基板と；
　その第１の側の前記回路基板の一部分上に形成された金属のスパイラルパターンであっ
て、少なくとも４つのアームから形成され、それぞれのアームが接触位置を有する、金属
のスパイラルパターンと；
　前記回路基板の第２の側に装着された、少なくとも２つの信号コネクタ及び少なくとも
４つのアースコネクタであって、前記アームの少なくとも２つが、それぞれ、各信号コネ
クタに電気的に接続され、前記アームの異なる２つ以上が、それぞれ、前記アースコネク
タの少なくとも２つに電気的に接続される、少なくとも２つの信号コネクタ及び少なくと
も４つのアースコネクタと；
　を有するアンテナ装置において、
　前記回路基板が、前記アンテナを一定の方向に方向付けるよう構築され、かつ適用され
たハウジング内に取り付けられた
　ことを特徴とするアンテナ装置。
【請求項２】
　その第１の側の回路基板の一部分上に形成された金属のスパイラルパターンであって、
少なくとも４つのアームから形成され、それぞれのアームが接触位置を有する、金属のス
パイラルパターンと；
　少なくとも２つの信号コネクタ及び少なくとも４つのアースコネクタであって、前記ア
ームの少なくとも２つが、それぞれ、各信号コネクタに電気的に接続され、前記アームの
異なる２つ以上が、それぞれ、前記アースコネクタの少なくとも２つに電気的に接続され
る、少なくとも２つの信号コネクタ及び少なくとも４つのアースコネクタと
　を有することを特徴とするアンテナ装置。
【請求項３】
　前記回路基板が、前記アンテナを一定の方向に方向付けるよう構築され、かつ適用され
たハウジング内に取り付けられる
　ことを特徴とする請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　有限接地面をさらに有する
　ことを特徴とする請求項２に記載の装置。
【請求項５】
　その第１の側の回路基板の一部分上に形成された金属のスパイラルパターンであって、
複数のアームから形成され、それぞれのアームが接触位置を有する、金属のスパイラルパ
ターンと；
　複数の信号コネクタ及び複数のアースコネクタであって、前記アームの少なくとも２つ
が、各信号コネクタに電気的に接続され、前記アームの異なる２つが、それぞれ、前記ア
ースコネクタの２つに電気的に接続される、複数の信号コネクタ及び複数のアースコネク
タと
を有するアンテナにおいて、
　前記回路基板が、前記アンテナを一定の方向に方向付けるよう構築され、かつ適用され
たハウジング内に取り付けられた
　ことを特徴とするアンテナ。
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【請求項６】
　それぞれのアームが、前記スパイラルの中心近くに接触位置を有する
　ことを特徴とする請求項１に記載のアンテナ装置。
【請求項７】
　それぞれのアームが、前記スパイラルの中心近くに接触位置を有する
　ことを特徴とする請求項５に記載のアンテナ。
【請求項８】
　前記有限接地面が、後方への反射及びサイドローブを最小限に抑えるよう構築され、か
つ適用される
　ことを特徴とする請求項４に記載の装置。
【請求項９】
　有限接地面をさらに有する
　ことを特徴とする請求項１に記載のアンテナ。
【請求項１０】
　前記有限接地面が、後方への反射及びサイドローブを最小限に抑えるよう構築され、か
つ適用される
　ことを特徴とする請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　有限接地面をさらに有する
　ことを特徴とする請求項５に記載のアンテナ。
【請求項１２】
　前記有限接地面が、後方への反射及びサイドローブを最小限に抑えるよう構築され、か
つ適用される
　ことを特徴とする請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記少なくとも２つの信号コネクタが、その接触位置で前記スパイラルアームの複数に
電気的に接続され、前記信号コネクタが、前記回路基板内の孔を介して前記アームに接続
される
　ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記少なくとも２つの信号コネクタ及び前記少なくとも４つのアースコネクタが、前記
回路基板の第２の側に装着され、
　その接触位置で前記スパイラルアームの複数に電気的に接続され、
　前記アームとの前記電気接続が、前記回路基板内の孔を介する
　ことを特徴とする請求項２に記載の装置。
【請求項１５】
　前記複数の信号コネクタ及び前記複数のアースコネクタが、前記回路基板の第２の側に
あり、前記回路基板内の孔を介して前記アームに電気的に接続される
　ことを特徴とする請求項５に記載の装置。
【請求項１６】
　前記孔のそれぞれが、前記少なくとも４つのアームの１つの前記接触位置により、前記
回路基板の前記第１の側に実質的に覆われる
　ことを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１７】
　前記アンテナの利得が、好適には、少なくとも６ｄＢｉであり、８０２．１１ａの単一
帯域をカバーする
　ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項１８】
　前記装置が、約７０度の平均的なビーム幅を有する、円偏波方向性アンテナを形成する
　ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
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【請求項１９】
　それぞれのアームの導体の物理的な長さが、好適には、所望の帯域幅の２波長である
　ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項２０】
　それぞれのアームの導体の物理的な長さが、好適には、所望の帯域幅の２波長である
　ことを特徴とする請求項２に記載の装置。
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